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表紙写真  撮影者からひとこと：亡き父が「最後にもう一度見たい」と言っていた鞆の浦の風景です。その夢は叶わなかった
けれど、父と一緒に潮風を感じているような気持ちで、穏やかな海を写真に収めました。

　令和６年３月定例会（２月16日～３月13日／
会期27日間）の概要は次のとおりです。
｜  16日   ｜　 総務課長が１件の専決処分について報告
　令和５年度一般会計補正予算および手数料条
例の一部改正の２議案についてそれぞれ市長の
提案理由説明の後、委員会への付託（委員会で
の審査）を省略して採決し、原案どおり可決
　市長が市政の状況と56議案の提案理由を説明
｜  26日・27日   ｜　 議案や市政全般について４人の
議員が代表質問
｜  28日   ｜　 議案や市政全般について１人の議員が
代表質問、２人の議員が一般質問

｜  29日   ｜　 議案や市政全般について２人の議員が
一般質問
｜  29日質問終了後  ｜　 市長が12件の追加議案の提
案理由を説明
　一般会計などの当初予算案15件と補正予算案
11件の合わせて26件は、予算特別委員会を設置
して付託、それ以外の42議案は所管の常任委員
会に付託
｜  1日   ｜　 ４常任委員会でそれぞれ議案等を審査
｜  ４日～８日   ｜　　予算特別委員会で議案を審査
｜  ８日   ｜　 教育委員会の教育長の任命について同意
　教育委員会の委員の任命について同意
　監査委員の選任について同意
　農業委員会の委員の任命15件について同意
｜  13日   ｜　 議案等を審査した４常任委員会と予算特
別委員会の委員長から審査結果の報告があり、そ
れぞれ採決し、68議案を原案どおり可決、請願１
件は継続審査
　副市長の選任について同意
　議員提出の市長の専決処分事項の指定について
の変更案を可決

この定例会で決まったこと  （一部をお知らせします）
■令和６年度当初予算

会   計   名 令和６年度当初予算額 令和５年度当初予算額との比較
増　減　額 増　減　率

一 般 会 計 1,901億9,000万　円 60億3,000万　円 3.3％
特 別 会 計 983億　992万5千円 △18億8,729万3千円 △1.9％
企 業 会 計 783億9,652万8千円 5億6,041万8千円 0.7％
合 　 　 計 3,668億9,645万3千円 47億　312万5千円 1.3％

■令和６年度の主な重点政策
○子ども未来館プロジェクトの推進をはじめ、子
どもの学びの充実に向けた取組など「若い世代
の活躍支援」. 53億6,858万4千円

〇福山駅周辺のにぎわい創出、世界バラ会議福山
大会の成功に向けた取組など「都市魅力の創造」

. 68億8,445万7千円
〇自主防災組織等の活性化をはじめ、地域・行政
の防災力の強化や公共交通の充実など「住みや
すい生活環境の実現」. 54億6,812万4千円

など

■条例
○松永はきもの資料館内に宮澤喜一記念館を新たに整備することに伴い、同資料館に設置する施設のうち
　入館料を納付して入館する施設に、宮澤喜一記念館を追加します。（松永はきもの資料館条例の一部改正）
■その他
○竹原市の備後圏域連携中枢都市圏への加盟に向けて、新たに連携中枢都市である本市と竹原市との間に
おける連携協約を締結します。

■令和５年度補正予算
○ごみ処理施設建設費. 52億6,248万8千円
〇外壁改修、給食調理場空調整備などの小中学校
等建設費. 12億5,790万円

〇谷地川の河川維持改良費. 6億5,700万円
〇子ども医療対策費. 1億2,500万円
〇公共施設光熱費等高騰対策のための費用
. 6億8,600万円

など

令和６年３月定例会
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水　曜　会� 質問者：大田 祐介 市 民 連 合� 質問者：西本 　章

市長の政治姿勢 市政の当面する課題と市長の政治姿勢

都市行政 人権行政

文化振興 第９期福山市介護保険事業計画

子育て施策 福山市高齢者・障がい者等のごみ出し支援モデル事業

医療・福祉行政 鳥獣被害対策

上下水道行政 路面標示などの交通安全対策

市民病院 教職員の病気休職、早期退職など

教育行政 医療的ケア児通学支援事業

公　明　党� 質問者：塚本 裕三 学校図書館整備事業

市長の政治姿勢 学校給食無償化

２０２４年度（令和６年度）新年度予算 新政クラブ� 質問者：八杉 光乗

能登半島地震及び今後想定される南海トラフ地震への対応 市長の政治姿勢

福山市公共施設等サービス再構築基本方針及び福
山市上下水道事業中長期ビジョン（経営戦略）と
本市の財政運営

新年度当初予算案と重点政策

デジタル化の推進

保健福祉行政 人口減少対策

児童虐待防止対策 人口減少社会における広域連携

環境行政 少子化対策、子育て支援

福山市の幹線道路網 大規模地震への備え

新たな産業用地確保 防災意識の向上に向けた取組

教育行政 高齢者施策

福山市立大学 幹線道路網の整備

誠　友　会� 質問者：小畠 崇弘 福山１００ＮＥＮ教育

新年度予算の財政指標 学校における防災対策

新年度重点政策に込められた市長の思い 教職員の負担軽減の取組

あらゆる世代が輝く魅力あふれるまちづくり 学習端末の活用

安心・安全で快適に暮らすことができるまちづくり

新しいまちづくりの基盤となるデジタル化の推進

３月定例会 代表質問の項目一覧 
　３月定例会において、各会派代表の議員が質問した項目の一覧です。
　太字の項目については、４ページから７ページに質疑の一部を掲載し
ています。
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代表質問や一般質問の録画放送
は、インターネットで見ることが
できます。（詳細は8ページ上段
をご覧ください）

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
議
案
や
市
政
全
般

に
つ
い
て
、
各
会
派
を
代
表
し
て
５
人
の

議
員
が
質
問
し
、
活
発
な
議
論
を
展
開
し

ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
各
会
派
の
紙
面
の
割
合
は
、
会

派
所
属
議
員
数
に
応
じ
て
案
分
し
て
い
ま

す
。　

会　派　名 議員数 質問時間
水 曜 会 13人 120分
公 明 党 　.7人 120分
誠 友 会 　6人 120分
市 民 連 合 　3人 120分
新政クラブ 　3人 120分

水　
曜　
会

代
表
質
問

大お
お

田た　
祐ゆ

う
す
け


介

問

経
済
界
か
ら
の
要
望
を
受
け

市
長
は
新
年
互
例
会
に
お
い
て
内
港

の
埋
め
立
て
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

産
業
用
地
の
確
保
や
交
通
渋
滞
の
緩

和
に
つ
な
が
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が

改
め
て
、
埋
め
立
て
の
意
義
は
。

福
山
港
内
港
の
埋
め
立
て
は 

答

地
元
経
済
界
か
ら
の
要
望
で
は

新
た
な
産
業
用
地
や
福
山
市
立
大
学
の

用
地
と
し
て
の
活
用
に
つ
な
が
る
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
造
成
し
た
土
地
に

南
北
を
つ
な
ぐ
道
路
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
国
道
２
号
の
渋
滞
対
策
に
も
寄
与

す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
本
市
も
同
様
の

見
方
を
し
て
お
り
、
今
後
、
国
や
県
と

も
連
携
し
て

事
業
ス
キ
ー

ム
を
含
め
事

業
の
実
現
可

能
性
を
検
討

し
て
い
く
。

の
正
確
な
情
報
共
有
が
で
き
円
滑
な
受

け
入
れ
に
つ
な
が
っ
た
、
音
声
入
力
機

能
の
活
用
に
よ
り
入
力
作
業
の
省
力
化

と
さ
ら
な
る
時
間
短
縮
に
つ
な
が
っ
た
、

医
療
機
関
か
ら
は
、
傷
病
者
な
ど
の
画

像
を
共
有
す
る
こ
と
で
搬
送
後
ス
ム
ー

ズ
に
医
療
行
為
を
開
始
で
き
た
、
救
急

隊
か
ら
送
ら
れ
た
情
報
を
電
子
カ
ル
テ

に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
事
務
の
省
力

化
に
つ
な
が
っ
た
な
ど
の
報
告
が
あ
り

一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

　
一
方
、
課
題
と
し
て
は
、
参
加
医
療

機
関
が
５
施
設
と
限
ら
れ
て
お
り
、
検

証
に
は
さ
ら
に
多
く
の
医
療
機
関
の
参

加
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

②
県
は
、
福
山
地
区
消
防
組
合
の
取
り

組
み
を
高
く
評
価
し
、
２
０
２
２
年
度

に
特
別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
救
急
搬

送
支
援
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
や
実
証
実

験
の
実
施
に
向
け
、
検
討
を
進
め
て
き

た
。
そ
し
て
、
県
内
13
消
防
本
部
の
う

ち
、
福
山
地
区
消
防
組
合
を
含
む
12
消

防
本
部
と
81
の
医
療
機
関
が
参
加
し
て

２
０
２
３
年
10
月
１
日
か
ら
２
０
２
５

年
９
月
30
日
ま
で
の
間
、
実
証
実
験
を

行
っ
て

い
る
と

こ
ろ
で

あ
る
。

新
た
な
救
急
搬
送
支
援
シ
ス
テ
ム

の
導
入
は

問

①
本
市
は
２
０
２
１
年
の
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
救
急
病
院
と
救

急
隊
を
デ
ジ
タ
ル
で
つ
な
げ
て
素
早

い
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
新
た
な
シ

ス
テ
ム
の
導
入
実
験
を
開
始
し
た
。

新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
紙
と
電
話
で
実
施
し
て
い
た
救

急
隊
と
病
院
と
の
情
報
共
有
を
デ
ジ

タ
ル
で
代
用
し
、
救
急
隊
と
医
療
機

関
の
業
務
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
だ

が
、
そ
の
成
果
や
課
題
は
。

②
本
市
に
お
け
る
実
験
を
受
け
て
、

広
島
県
全
域
の
市
町
で
現
在
、
実
証

実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
そ
の
状
況
は
。

答

①
増
加
す
る
救
急
需
要
に
対
し

救
急
活
動
時
間
の
短
縮
や
業
務
負
担
の

軽
減
を
目
的
に
、
救
急
隊
が
現
場
で
傷

病
者
か
ら
聴
取
し
た
情
報
を
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
て
医
療
機
関
と
共
有
す

る
全
国
初
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
救
急
隊
か
ら
医
療
機

関
に
電
話
で
受
け
入
れ
要
請
や
引
き
継

ぎ
し
て
い
た
も
の
を
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

傷
病
者
の
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
等
の
情
報

を
送
信
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
救
急
隊
か
ら
は
、
医
師
と

福山港内港の様子

救命救急活動の様子
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よ
る
情
報
共
有
も
含
め
、
広
く
校
務
と

呼
ば
れ
る
業
務
全
般
を
実
施
す
る
た
め

に
必
要
と
な
る
機
能
を
実
装
し
た
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
児
童
生
徒
の
情
報
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
や
校
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
り
成
績
デ
ー
タ
を
分
析
し
授
業

改
善
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
教
職
員
が
情

報
を
共
有
、
活
用
し
時
間
を
確
保
す
る

こ
と
で
、
一
人
一
人
に
応
じ
た
指
導
や

支
援
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、

教
職
員
の
日
常
的
な
事
務
業
務
全
般
が

効
率
化
さ
れ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
高
ま

る
た
め
、
手
書
き
や
転
記
作
業
の
減
少

に
よ
る
正
確
性
の
向
上
や
情
報
漏
え
い

リ
ス
ク
の
低
減
と
い
っ
た
効
果
が
あ
る
。

統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

の
導
入
は

問

教
育
機
関
に
ま
つ
わ
る
業
務

を
効
率
化
す
る
ツ
ー
ル
で
、
す
で
に
多

く
の
教
育
現
場
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
や
校
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組

み
に
よ
り
見
込
ま
れ
る
効
果
は
。

答

成
績
処
理
や
出
欠
管
理
等
の
教

務
系
、
健
康
診
断
や
保
健
室
来
室
記
録

等
の
保
健
系
、
名
簿
や
指
導
要
録
等
に

関
す
る
学
籍
系
な
ど
を
統
合
し
た
機
能

を
持
ち
、
グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア
の
活
用
に

問

現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
公
立
学

校
で
は
保
護
者
へ
の
情
報
伝
達
を
ア

ナ
ロ
グ
な
紙
ベ
ー
ス
で
行
っ
て
い
る
。

メ
ー
ル
の
場
合
は
機
密
性
が
担
保
で

き
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
高
い

機
密
性
を
担
保
し
つ
つ
保
護
者
と
デ

ジ
タ
ル
で
情
報
を
共
有
で
き
る
方
法

と
し
て
、
私
立
大
学
で
は
保
護
者

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
使
っ
て
や
り
取

保
護
者
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は

答

個
人
情
報
が
保
護
さ
れ
た
状
態

で
学
校
や
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
便
り

や
連
絡
を
保
護
者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

学
校
徴
収
金
に
係
る
年
間
徴
収
計
画
や

未
納
通
知
な
ど
の
送
付
に
も
利
用
す
る

た
め
、
学
校
徴
収
金
シ
ス
テ
ム
に
本

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

り
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
本

市
も
取
り
組
ん
で
み
て
は
ど
う
か
。

問

こ
れ
ま
で
議
会
や
報
道
な
ど

で
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
た
が

児
童
生
徒
の
読
書
量
は
明
確
に
増
え

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
令
和
５
年

度
が
最
終
年
度
と
な
っ
た
本
事
業
の

総
括
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

利
用
す
る
児
童
生
徒
の
割
合
は
３
割
に

な
っ
て
い
る
。
最
新
の
情
報
が
掲
載
さ

れ
た
自
然
科
学
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の

読
み
た
い
図
書
が
増
え
、
貸
し
出
し
冊

数
は
１
・
４
倍
に
な
っ
た
。
学
校
主
体

の
図
書
館
運
営
を
行
う
た
め
に
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
校
で
は
学
校
図
書
館
運
営
委
員

会
を
中
心
に
図
書
選
定
な
ど
を
行
い
、

既
に
14
校
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
の
取
り
組

み
を
参
考
に
学
校
図
書
館
運
営
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
な
ど
と
読
書
推
進
に
係
る
広
報
の
取

り
組
み
を
協
議
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
、
全
て
の

学
校
で
学
校
図
書
館
運

営
委
員
会
が
中
心
と
な

り
、
さ
ら
な
る
充
実
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

学
校
図
書
館
整
備
事
業
は

答

整
備
前
の
学
校
図
書
館
は
決
め

ら
れ
た
時
間
以
外
は
施
錠
さ
れ
、
情
報

が
古
い
図
鑑
や
資
料
が
配
架
さ
れ
て
い

た
。
魅
力
あ
る
図
書
館
に
す
る
た
め
、

明
る
く
過
ご
し
や
す
い
空
間
づ
く
り
や

最
新
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
た
図
書
の
充

実
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
現
在
、
常
時
開
館
し

て
い
る
学
校
は
９
割
と
な
り
、
１
割
に

満
た
な
か
っ
た
週
１
回
以
上
図
書
館
を

南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
対
応
は

公　
明　
党

塚つ
か
も
と本　

裕ひ
ろ
そ
う三

答

42
学
区
・
地
区
が
取
り
組
み
、

16
学
区
・
地
区
で
完
成
し
て
い
る
。
２

０
２
３
年
度
末
ま
で
に
25
学
区
・
地
区

の
完
成
を
見
込
み
、
残
り
17
学
区
・
地

区
が
完
成
す
る
よ
う
支
援
に
努
め
る
。

問

津
波
避
難
計
画
の
作
成
は
。

福
山
市
公
共
施
設
等
サ
ー
ビ
ス

再
構
築
基
本
方
針
は

答

２
０
１
５
年
度
か
ら
本
市
が
保

有
す
る
全
て
の
公
共
施
設
等
の
所
在
地

や
構
造
な
ど
の
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
し
て
い
る
。
今
後
は
固
定
資
産
台
帳

等
の
情
報
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
情
報
を

ひ
も
付
け
る
こ
と
で
、
よ
り
多
角
的
な

視
点
に
よ
る
集
約
・
複
合
化
な
ど
公
共

施
設
等
サ
ー
ビ
ス
再
構
築
を
進
め
る
。

問

公
共
施
設
等
の
保
有
情
報
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
は
、
本
方
針
の
信

頼
性
を
高
め
る
と
考
え
る
が
。

整備後の大門中学校図書館
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５
歳
児
発
達
相
談
は

答

発
達
状
況
な
ど
を
保
護
者
と
共

有
し
、
課
題
が
あ
れ
ば
早
期
に
支
援
を

開
始
し
て
ス
ム
ー
ズ
な
就
学
に
つ
な
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
保
護
者
は

問

相
談
の
現
状
は
。

子
ど
も
の
気
に
な
る
姿
を
保
育
施
設
の

職
員
と
話
し
合
う
こ
と
で
関
わ
り
方
に

つ
い
て
の
不
安
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

保
育
施
設
で
は
、
個
別
指
導
計
画
を
作

成
し
、
子
ど
も
の
実
態
に
合
っ
た
保
育

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
必
要
に

応
じ
て
、
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

や
こ
と
ば
の
相
談
室
に
つ
な
げ
て
い
る
。

ふ
く
や
ま
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
は

答

現
在
３
つ
の
焼
却
施
設
と
ご
み

固
形
燃
料
工
場
で
処
理
し
て
い
る
が
、

問

供
用
開
始
に
よ
り
、
燃
や
せ

る
ご
み
の
処
理
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

新
施
設
で
は
こ
れ
ら
を
１
カ
所
に
集
約

し
、
府
中
市
と
神
石
高
原
町
の
ご
み
も

合
わ
せ
て
処
理
す
る
。
３
炉
構
成
で
実

質
１
日
当
た
り
平
均
４
６
０
ト
ン
の
処

理
が
可
能
と
な
る
。
想
定
さ
れ
る
１
日

の
処
理
量
は
約
４
０
０
ト
ン
で
あ
る
た

め
、
十
分
な
処
理
能
力
を
有
し
て
い
る
。

教
育
長
に
よ
る
学
校
訪
問
は

福
山
市
立
大
学
は

答

昨
年
度
の
訪
問
は
３
０
０
回
を

超
え
、
研
修
等
を
含
め
る
と
８
年
間
で

答

地
域
に
根
差
し
た
、
市
民
か
ら

問

教
育
長
は
日
々
、
学
校
現
場

を
訪
問
し
、
先
生
や
児
童
生
徒
と
対

話
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
感
想
は
。

問

入
学
希
望
の
学
生
は
将
来
に

夢
を
託
し
本
大
学
を
選
ぶ
も
の
と
思

う
が
、
学
生
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は
。

２
千
回
を
超
え
る
。
各
学
校
で
は
校
長

を
中
心
に
教
職
員
一
人
一
人
が
従
来
の

価
値
観
を
問
い
直
し
、
子
ど
も
主
体
の

学
び
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て

い
る
。
最
近
は
面
白
が
っ
て
学
び
、
考

え
続
け
る
子
ど
も
の
姿
が
見
ら
れ
る
教

室
が
増
え
、
日
々
の
授
業
で
の
子
ど
も

や
教
職
員
の
姿
に
感
動
の
連
続
で
あ
る
。

信
頼
さ
れ
る
大
学
と
し
て
「
キ
ャ
ン
パ

ス
は
街
、
学
ぶ
の
は
未
来
」
を
掲
げ
、

体
験
型
、
参
加
型
の
授
業
を
し
て
き
た
。

ま
た
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
水
道
施
設
の
効
率

的
な
運
転
管
理
に
関
す
る
共
同
研
究
や

高
等
学
校
で
の
探
究
活
動
の
指
導
助
言

等
、
成
果
を
地
域
に
も
還
元
し
て
い
る
。

誠　
友　
会

小こ

畠ば
た
け　
崇た

か
ひ
ろ弘

地
域
、
行
政
の
防
災
力
の
強
化
は

答

大
規
模
災
害
へ
の
備
え
と
し
て

自
助
、
共
助
、
公
助
の
取
り
組
み
を
一

層
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
能
登
半
島

問

能
登
半
島
地
震
の
よ
う
な
大

規
模
災
害
に
対
し
、
今
後
ど
の
よ
う

な
考
え
で
防
災
対
策
に
取
り
組
む
か
。

地
震
の
発
生
を
受
け
て
実
施
し
た
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
踏
ま
え
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

よ
る
災
害
リ
ス
ク
の
確
認
な
ど
の
自
助

の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。
ま
た
、
共

助
と
し
て
は
対
象
と
な
る
全
42
学
区
・

地
区
で
津
波
避
難
計
画
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
た
め

の
個
別
避
難
計
画
の
策
定
率
を
向
上
さ

せ
る
。
公
助
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
実

施
す
る
大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
総
合

防
災
訓
練
に
お
い
て
、
昨
年
度
新
た
に

策
定
し
た
受
援
計
画
の
素
案
に
基
づ
き

関
係
機
関
同
士
の
連
携
を
確
認
す
る
な

ど
受
援
体
制
の
強
化
に
取
り
組
む
。

有
害
鳥
獣
対
策
の
推
進
は

答

専
門
家
の
意
見
を
踏
ま
え
、
市

問

今
年
度
、
市
街
地
に
出
没
す

る
イ
ノ
シ
シ
へ
の
対
策
に
取
り
組
む

と
の
こ
と
だ
が
、
詳
細
と
目
的
は
。

街
地
近
郊
の
森
林
に
お
い
て
痕
跡
や
カ

メ
ラ
に
よ
る
出
没
頻
度
調
査
を
行
い
、

効
果
的
な
場
所
に
箱
わ
な
を
設
置
す
る
。

箱
わ
な
に
は
成
獣
を
感
知
す
る
セ
ン
サ
ー

を
取
り
付
け
、
人
慣
れ
、
車
慣
れ
し
た

成
獣
を
ま
ず
は
捕
獲
す
る
こ
と
で
市
街

地
出
没
と
生
息
数
の
減
少
を
め
ざ
す
。

高
齢
者
の
健
康・生
き
が
い
づ
く
り

の
充
実
は

答

お
で
か
け
乗
車
券
の
拡
充
に
よ

問

バ
ス
等
の
優
待
交
通
助
成
の

拡
充
や
新
た
に
取
り
組
む
補
聴
器
購

入
助
成
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

り
外
出
機
会
を
増
や
す
。
ま
た
、
補
聴

器
購
入
助
成
制
度
の
創
設
に
よ
り
聴
力

低
下
へ
早
期
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
高

齢
者
が
人
や
地
域
と
つ
な

が
り
、
生
き
が
い
を
持
っ

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
え

生
活
の
質
の
向
上
な
ど
に

も
つ
な
げ
る
。

...
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※ＺＥＢ：Ｎｅｔ Ｚｅｒｏ Ｅｎｅｒｇｙ Ｂｕｉｌｄｉｎｇ（ネット ゼロ エネルギー ビル）の略称で、「ゼブ」と呼ぶ。快適な室
内環境を実現しながら、建物で消費する年間の一次エネルギーの収支をゼロにすることをめざした建物。省エネ
によって使うエネルギーを減らし、創エネによって使う分のエネルギーをつくることでエネルギー消費量を正味
でゼロにすることができる。　

問

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

か
ら
２
年
が
経
過
し
た
が
、
ま
す
ま

す
泥
沼
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
パ
レ

ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
で
も
、
多
く
の

一
般
市
民
の
犠
牲
者
が
出
て
お
り
、

そ
の
惨
状
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。　

平
和
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
は

市　
民　
連　
合

西に
し
も
と本　

 

章あ
き
ら

答

罪
も
な
い
人
々
の
命
と
財
産
を

奪
う
行
為
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
１
日
も
早
く
事
態
が

収
束
し
、
平
和
的
解
決
が
図
ら
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。

　
恒
久
平
和
の
実
現
は
人
類
全
て
の
共

通
の
願
い
で
あ
る
。

　
今
後
と
も
、
平
和
非
核
都
市
福
山
宣

言
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
平
和
な
社
会
の

実
現
に
向
け
積
極
的
に
諸
施
策
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ

ザ
地
区
で
の
戦
闘
行
為
の
即
時
停
戦

を
強
く
求
め
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

の
保
育
料
無
償
化
、
不
妊
治
療
費
助
成

の
拡
充
な
ど
の
３
つ
の
負
担
軽
減
に
先

行
的
に
取
り
組
む
。
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
策
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
福
山

ネ
ウ
ボ
ラ
第
２
ス
テ
ー
ジ
の
指
針
と
な

る
「
こ
ど
も
計
画
」
の
中
で
示
す
。
こ

の
計
画
に
は
、
３
月
に
立
ち
上
げ
る
子

ど
も
未
来
づ
く
り
１
０
０
人
委
員
会
の

意
見
も
し
っ
か
り
と
反
映
し
て
い
く
。

　

引
き
続
き
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
・

子
育
て
世
代
を

支
え
る
「
こ
ど

も
ま
ん
な
か
」

の
実
現
に
取
り

組
む
。

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
策
は

答

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
声
を
受
け

経
済
的
負
担
の
軽
減
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
、

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
向
け
た
支
援

な
ど
が
何
よ
り
も
重
要
と
考
え
る
。
こ

の
た
め
、
福
山
ネ
ウ
ボ
ラ
の
さ
ら
な
る

強
化
に
向
け
、
今
年
度
は
第
２
子
以
降

問

人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け

る
施
策
の
一
つ
で
も
あ
る
福
山
ネ
ウ

ボ
ラ
に
よ
る
支
援
策
は
、
今
年
度
の

予
算
に
も
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
。

今
後
の
支
援
策
に
つ
い
て
、
市
長
の

考
え
は
。

問

学
校
施
設
は
子
ど
も
た
ち
の

学
習
や
生
活
の
場
で
あ
る
と
と
も
に

災
害
時
に
は
地
域
住
民
の
避
難
所
な

ど
と
し
て
の
機
能
も
果
た
す
こ
と
か

ら
、
安
全
性
の
確
保
と
防
災
機
能
の

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

答

学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
施
設
整
備
を
進
め
て
い
く
。
今
年

度
は
小
学
校
４
校
の
体
育
館
の
長
寿
命

化
改
修
に
取
り
組
む
考
え
で
あ
る
。
屋

上
防
水
な
ど
、
耐
久
性
に
優
れ
た
素
材

に
よ
る
改
修
工
事
の
ほ
か
、
水
道
設
備

な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
更
新
等
に
加
え

複
層
ガ
ラ
ス
等
の
高
断
熱
化
な
ど
の
整

備
を
行
い
、
Ｚ※
　Ｅ
Ｂ
化
を
推
進
す
る
。

　
さ
ら
に
、
避
難
所
と
し
て
の
防
災
機

能
を
強
化
す
る
た
め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

ト
イ
レ
の
整
備
や
、
停
電
な
ど
に
備
え

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
等
も
利
用
で
き
る

よ
う
、
体
育
館
に
発
電
機
な
ど
を
接
続

す
る
発
電
機
接
続
設
備
を
整
備
す
る
。

学
校
体
育
館
の
環
境
整
備
は

新
政
ク
ラ
ブ

八や

杉す
ぎ　

光み
つ
の
り乗

問

改
正
道
路
交
通
法
に
よ
り
特

定
の
条
件
で
車
の
全
て
の
操
作
を
シ

ス
テ
ム
が
担
う
レ
ベ
ル
４
の
公
道
走

行
が
解
禁
さ
れ
、
各
地
で
自
動
運
転

の
実
証
実
験
が
本
格
化
し
て
い
る
。

今
年
度
、
福
山
駅
前
と
エ
フ
ピ
コ
ア

リ
ー
ナ
ふ
く
や
ま
の
間
で
実
証
事
業

を
本
格
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が

そ
の
内
容
や
事
業
の
進
め
方
は
。
ま

た
、
本
市
が
考
え
る
将
来
構
想
は
。

実
験
を
行
っ
て
き
た
。
今
年
度
は
実
装

に
向
け
た
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
監
視
の
下
で
シ
ス
テ
ム
が
運

転
す
る
レ
ベ
ル
２
に
対
応
す
る
実
験
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
実
験
で

は
、
車
両
と
信
号
等
を
協
調
さ
せ
る
シ

ス
テ
ム
や
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
に
お
け

る
通
信
環
境
な
ど
の
課
題
を
洗
い
出
し

２
０
２
７
年
度
ま
で
に
レ
ベ
ル
４
の
実

装
を
め
ざ
す
。新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー

ビ
ス
の
創
出
に
よ
り
、

市
内
の
主
要
拠
点
や
商

業
施
設
等
へ
誰
も
が
便

利
に
移
動
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
る
。

自
動
運
転
移
動
サ
ー
ビ
ス
は

答

こ
れ
ま
で
将
来
の
移
動
手
段
の

確
保
を
目
的
に
中
心
市
街
地
や
郊
外
で
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こ
の
定
例
会
で
は
、
議
案
や
市
政
全
般
に
つ

い
て
、
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
活
発

な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（  

）
内
に
は
、
各
会
派
等
か
ら
の
質
問
申
し

出
時
間
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

会派名など 質問者数 質問時間

水 曜 会 1人 65分

誠 友 会 1人 45分

無　所　属 2人 各30分

一
般
質
問

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
は

答

①
利
用
す
る
児
童
生
徒
が
社
会
的
自
立
に

向
け
た
力
を
育
み
、
成
長
で
き
る
場
で
あ
る
こ
と

を
め
ざ
し
て
い
る
。
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
児
童

生
徒
が
時
間
や
過
ご
し
方
な
ど
を
自
ら
決
め
て
学

習
や
創
作
、
ス
ポ
ー
ツ
等
を
し
て
過
ご
す
。
職
員

は
、
児
童
生
徒
の
実
態
や
保
護
者
の
願
い
を
踏
ま

え
、
サ
ポ
ー
ト
計
画
等
を
作
成
し
支
援
し
て
い
る
。

②
生
徒
の
希
望
と
状
況
に
応
じ
て
、
進
学
や
就
職

に
向
け
た
具
体
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
進
路

未
決
定
の
場
合
は
卒
業
後
１
年
間
、
元
担
任
な
ど

が
家
庭
訪
問
等
を
定
期
的
に
行
い
、
進
学
や
就
職

に
係
る
資
料
の
提
供
な
ど
進
路
相
談
を
継
続
し
て

い
る
。
状
況
に
応
じ
て

「
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓

口
ふ
き
の
と
う
」
な
ど

を
紹
介
し
、
若
者
や
家

族
が
相
談
で
き
る
機
関

に
つ
な
が
る
よ
う
に
し

て
い
る
。 

木き 

村む
ら　

素も
と 

子こ

水
曜
会

（
65
分
）

公的フリースクールの作品展示

問
①
公
的
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
指
導
目
的

や
目
標
は
。
ま
た
、
現
在
の
取
り
組
み
状
況
は
。

②
義
務
教
育
終
了
後
の
進
路
指
導
と
そ
の
後
の

追
跡
の
実
施
状
況
は
。

人
口
減
少
問
題
へ
の
対
策
は

答

①
人
口
移
動
統
計
調
査
や
市
民
意
識
調
査
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
実
施
と
と
も
に
外

部
有
識
者
会
議
等
を
通
じ
要
因
を
分
析
し
て
き
た
。

　
今
後
は
、
広
島
県
と
も
連
携
し
、
若
者
の
転
出

要
因
の
実
態
把
握
や
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
備

後
圏
域
の
人
口
流
出
を
防
ぐ
ダ
ム
機
能
を
果
た
せ

る
よ
う
効
果
的
な
人
口
減
少
対
策
に
つ
な
げ
る
。

②
福
山
で
学
び
、
働
き
、
子
育
て
で
き
る
環
境
の

整
備
を
め
ざ
す
。
福
山
市
立
大
学
に
情
報
工
学
系

学
部
を
新
設
し
、
進
学
の
選
択
肢
を
増
や
す
と
と

も
に
、
グ
リ
ー
ン
な
も
の
づ
く
り
企
業
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
女
性
雇
用
の
促
進
等
に
も
努
め

第
２
子
以
降
の
保
育
料
無

償
化
な
ど
福
山
ネ
ウ
ボ
ラ

の
さ
ら
な
る
強
化
に
も
取

り
組
む
。
ま
た
、
福
山
駅

周
辺
の
に
ぎ
わ
い
再
生
や

歴
史
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
都
市
の
魅
力
の
創
出

に
も
注
力
す
る
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

問
①
ど
の
よ
う
な
分
析
を
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
今
後
の
分
析
は
。

②
今
年
度
の
事
業
を
含
む
取
り
組
み
の
具
体
は
。

荒あ
ら 

玉た
ま　

賢け
ん 

佑す
け

誠
友
会

（
45
分
）

録画放送の視聴方法
　各議員記事のＱＲコードをスマート
フォンなどで読み取ると、代表質問や
一般質問の録画が視聴できます。
　ふくやま市議会だよりには質疑の
一部を掲載しておりますが、各議員は、
ほかにも多くの項目にわたって質問し
議論を繰り広げました。ぜひご覧くだ
さい。
　また、 福山市のホームページ  
　→ 福山市議会  → 議会中継
　→ここからも視聴できます。
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子
育
て
支
援
の
充
実
は

健
康
寿
命
の
延
伸
へ
の
取
り
組
み
は

答

３
歳
未
満
児
の
第
２
子
以
降
の
保
育
料
無

償
化
は
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
求
め
る
市
民
の

声
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
。
保
育
士
の
配
置
基
準

や
処
遇
の
改
善
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い

て
は
全
国
市
長
会
を
通
じ
て
国
へ
要
望
し
て
い
る
。

答

高
齢
者
の
聴
力
低
下
に
早
期
に
対
応
す
る

る
こ
と
で
、
人
や
地
域
と
の

交
流
を
維
持
し
、
フ
レ
イ
ル

や
認
知
症
予
防
に
つ
な
げ
る

も
の
で
あ
る
。

　
助
成
額
は
中
核
市
の
状
況

を
踏
ま
え
設
定
し
た
。

問
福
山
保
育
団
体
連
絡
会
か
ら
保
育
予
算

の
増
額
と
保
育
行
政
の
充
実
を
求
め
る
要
請
書

が
提
出
さ
れ
、
保
育
士
の
配
置
基
準
と
処
遇
の

改
善
、
保
育
料
と
給
食
費
の
無
償
化
が
要
望
さ

れ
て
い
る
が
、
市
長
の
受
け
止
め
は
。

問
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
の
目
的
は
。
ま

た
、
助
成
額
を
２
万
５
千
円
と
し
た
根
拠
は
。

高た
か 

木ぎ　
武た

け 

志し

無
所
属

（
30
分
）

要
介
護
認
定
の
状
況
は

答

①
要
介
護
認
定
は
、
認
定
調
査
と
主
治
医

意
見
書
を
基
に
、
医
師
や
専
門
職
で
構
成
す
る
介

護
認
定
審
査
会
で
判
定
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お

り
、
適
正
な
決
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

②
認
定
調
査
は
、
全
国

共
通
の
テ
キ
ス
ト
に
基

づ
き
実
施
し
て
お
り
、

本
市
独
自
の
基
準
は
な

い
。 問

①
厚
生
労
働
省
の
要
介
護
認
定
適
正
化

事
業
に
お
け
る
業
務
分
析
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

一
次
判
定
に
お
け
る
第
３
群
の
認
知
機
能
の
一

部
項
目
と
、
第
４
群
の
精
神
・
行
動
障
害
の
全

項
目
で
全
国
の
認
定
率
に
比
し
て
有
意
に
低
い

状
況
が
少
な
く
と
も
10
年
に
わ
た
り
続
い
て
い

る
。
全
国
共
通
の
基
準
で
行
う
は
ず
の
判
定
で

な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
の
乖か
い
り離
が
生
じ
て
い
る
の
か
。

②
排
尿
介
助
に
つ
い
て
本
市
は
認
定
調
査
員
テ

キ
ス
ト
の
判
断
基
準
よ
り
厳
格
に
判
定
し
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
同
様
に
第
３

群
と
第
４
群
の
判
断
で
テ
キ
ス
ト
基
準
に
の
っ

と
ら
な
い
解
釈
が
さ
れ
て
い
る
実
態
は
あ
る
か
。

三み 

好よ
し　

剛た
け 

史し

無
所
属

（
30
分
）

本会議・委員会の傍聴のご案内本会議・委員会の傍聴のご案内
　本会議や委員会は公開していますので、どなたでも傍聴することができ
ます。傍聴を希望される方は、会議の当日、本会議は議会棟５階の受付で、
委員会は２階の受付で傍聴券の交付を受けてください。
＊本会議では手話通訳士の配置とヒアリングループの設置をしています。

詳細は
こちら →詳しくは、  福山市のホームページ  → 福山市議会  → 議会傍聴の案内  → ここからもご覧いただけます。

　本会議では、耳の不自由な方のために手話通訳士を配置しており、傍聴席のモニターでもご
覧いただけます。
　また、受話通訳音声が聞き取りにくい方や補聴器、人工内耳をご利用の方に、目的の音声だ
けをクリアに届けることができるよう、議場の傍聴席にヒアリングループ（磁気ループ）シス
テムを設置しています。ヒアリングループに対応する補聴器をお持ちでない方にも、専用受信
機を貸し出していますので、ご希望の方は傍聴受付でお申し出ください。
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〇は賛成、×は反対、※は賛否双方あり
令和６年３月定例会　議案の審議結果一覧

付託委員会 賛否が分かれた案件 水曜会 公明党 誠友会 市民連合 新政クラブ 無所属 採決
結果（13人） （7人） （6人） （3人） （3人） （3人）

総 務

行政手続における特定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用
に関する条例の一部改正

○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決

職員定数条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決
福山市と竹原市との間における連携中枢都市圏形
成に係る連携協約 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決

福山市と三原市との間における連携中枢都市圏形
成に係る連携協約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決

福山市と尾道市との間における連携中枢都市圏形
成に係る連携協約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決

福山市と府中市との間における連携中枢都市圏形
成に係る連携協約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決

福山市と世羅町との間における連携中枢都市圏形
成に係る連携協約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決

福山市と神石高原町との間における連携中枢都市
圏形成に係る連携協約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決

福山市と笠岡市との間における連携中枢都市圏形
成に係る連携協約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決

福山市と井原市との間における連携中枢都市圏形
成に係る連携協約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決

民生福祉

養護老人ホームの設備及び運営に関する基準を定
める条例等の一部改正等 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決

指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び
運営に関する基準等を定める条例等の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決

介護保険条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決

文教経済
松永はきもの資料館条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決
財産の処分1件 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決

建設水道 都市計画法に基づく開発行為等の許可の基準に関
する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決

予算特別

令和６年度一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決
令和６年度都市開発事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決
令和６年度国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決
令和６年度介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決
令和６年度後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決
令和６年度病院事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決
令和６年度工業用水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決
令和６年度集落排水事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決
令和５年度一般会計補正予算（第8号） ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決
令和５年度都市開発事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決
令和５年度集落排水事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決
令和５年度国民健康保険特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決
令和５年度介護保険特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決
令和５年度後期高齢者医療特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決
令和５年度駐車場事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決
令和５年度病院事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決
令和５年度水道事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決
令和５年度工業用水道事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決
令和５年度下水道事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決

委員会付託省略

手数料条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 可決
教育委員会の教育長の任命の同意 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 同意
監査委員の選任の同意 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 同意
副市長の選任の同意 ○ ○ ○ ○ ○ ※ 同意

次ページに続く
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公職選挙法により、有権者が政治家に寄付を求めることは禁止されています。

福山市議会から災害見舞金を送りました
　１月１日に発生した能登半島地震により犠牲になられました方々とそのご遺族に対し、深く哀悼の意を表すと
ともに、被災された方々に心からお見舞いを申し上げます。
　被災された方々の支援に役立てるため、北信越市議会議長会を通じて、本市議会の議員全員より35万円の災害
見舞金を送らせていただきました。
　被災地の一日も早い復旧、復興をお祈り申し上げます。

＊賛否は、本会議閉会後、議案ごとに会派等に確認したものです。議案名の「福山市」等は一部省略して表記しています。

全員が賛成した案件 議案名の後の（　）は付託委員会名
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例の一部改正（総務）

山陽本線東福山・福山間回生陸橋補修工事委託契約締結の変
更（建設水道）

一般職員の給与に関する条例の一部改正（総務） 河川改修工事（谷地川・手城川流域・４－１）請負契約締結の
変更（建設水道）

旅費条例の一部改正（総務） 漁港管理事務の事務委託に関する規約の変更の協議（建設水道）
職員退職手当支給条例の一部改正（総務） 市道路線の認定（建設水道）
市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例等の一部改
正（総務） 市道路線の廃止（建設水道）

税条例の一部改正（総務） 令和５年度一般会計補正予算（第7号）（予算特別）
（仮称）福山市立大学複合施設新築工事請負契約締結の変更（総務）令和６年度食肉センター特別会計予算（予算特別）
包括外部監査契約の締結（総務） 令和６年度駐車場事業特別会計予算（予算特別）
消防団員等公務災害補償条例の一部改正（総務） 令和６年度母子父子寡婦福祉資金貸付特別会計予算（予算特別）
女性自立支援施設の設備及び運営に関する基準を定める条
例の制定（民生福祉） 令和６年度誠之奨学資金特別会計予算（予算特別）

児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部改正（民生福祉） 令和６年度財産区特別会計予算（予算特別）

一般廃棄物処理業等合理化事業計画審議会条例の制定（文教経済）令和６年度水道事業会計予算（予算特別）
財産の処分６件（文教経済） 令和６年度下水道事業会計予算（予算特別）
手数料条例の一部改正（建設水道） 教育委員会の委員の任命の同意（委員会付託省略）
漁港管理条例の一部改正（建設水道） 農業委員会の委員の任命の同意15件（委員会付託省略）
風致地区内における建築等の規制に関する条例の一部改正
（建設水道） 市長の専決処分事項の指定についての変更（委員会付託省略）

　１月10日、議員や市長、市職員など約80人が参
加して議員全体研修会を開催しました。
　今回は株式会社 廣瀬行政研究所の廣瀬和彦さん
をお招きし、議会におけるパワハラやセクハラの防
止についてご講演をいただきました。
　議員と市職員、議員同士、議員と支持者の間にお
けるハラスメントについては報道などで取り上げら
れることも多くあります。私たち議員にとっても関
心のあるテーマであり、約 2 時間の研修を皆が熱
心に聴講しました。
　ハラスメント防止の法的根拠、職場の就業環境や
人間関係に与える影響などについて全国での事例や

判例も交えながらお話をいただく中で、パワハラに
ついては私的な感情と公的な行動をコントロールで
きる力を身につけること、またセクハラについても
自らの判断基準が他人に通じる、許容されるとは限
らないことを踏まえて行動することが必要だと感じ
ました。また、飲酒を伴う食事会などに対する世代
間の感覚の違いも意識させられました。
　ハラスメントの防止に当たって何よりも重要なこ
とは、相手の立場や気持ちになって判断し、行動す
ることだと思います。議員や市職員などが、その能
力を１００％発揮できる環境となるよう、ハラスメ
ントの防止に取り組んでまいります。

議員全体研修会を開催しました！
「議会におけるハラスメント
 　～パワハラ・セクハラについて～」
講師　株式会社 廣瀬行政研究所　

　　　　　代表取締役　廣瀬 和彦さん
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政務活動費の収支報告書を公開します
　２０２３年度（令和５年度）に各会派に交付さ
れた政務活動費について、収支報告書などの関
係書類（支出書や領収書等）を５月31日（金）か
ら公開します。
　また、議員の任期が４月30日で満了のため、
２０２４年度（令和６年度）４月に各会派に交付
された政務活動費 1 カ月分の収支報告書等の
関係書類を７月１日（月）から公開します。
　これらの書類は、ホームページで見ることが
できます。また、市役所３階の市政情報室また
は議会事務局に申請していただければ誰でもす
ぐに閲覧でき、有料でコピーもできます。
　詳しくは、議会事務局庶務課にお問い合わせ
ください。（☎084－928－1123）

「ふくやま市議会だより」の
表紙作品大募集！

次回定例会号の応募締切は５月24日（金）です。
 ８月をイメージした作品大歓迎！！
募集内容
福山市の魅力を紹介できる
写真、絵画、イラスト
応募者が撮影または作成した縦型のもの
※作品の応募は通年で受け付けています。
※採用者には記念品を進呈します。

詳しくは、
福山市のホームページ  →  福山市議会  →
市議会だより  → ここからもご覧いただけます。

公募要領はこちら ➡

新しい体制を決める初議会(臨時会)を開催します
日時（予定）：５月13日、14日（２日間）　午前10時開会

　４月７日に行われた市議会議員一般選挙の結
果、新しく38人の議員が決まり、５月１日か
ら新議員の任期がスタートします。 
　ここでは、新しい議会の体制を決める初議会
についてお知らせします。
　４年に一度の市議会議員改選後には、初議会
となる臨時会を開催し、新しい議会が活動する
ために必要な事項を決めます。
　なお、初議会では、議長の職務を行う者がな
いので、議長が決まるまで、地方自治法の規定
により、議場に出席している議員の中で年長の
議員が臨時に議長の職務を行います。

初議会では、おおむね次のことを行います。
　〇議長の選挙
　〇副議長の選挙
　〇議席の指定
　〇常任委員会、議会運営委員会などの委員の

選任と各委員会の正副委員長の互選
　〇一部事務組合議会などの議員の選挙
　　・福山地区消防組合議会
　　・広島県後期高齢者医療広域連合議会


